
〈
つ
く
ば
宣
言
〉　

50
年
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

　

筑
波
研
究
学
園
都
市
に
と
っ
て
、
昨
年
（
平
成
25

年
（
２
０
１
３
）
は
記
録
に
残
る
重
要
な
年
で
あ
っ

た
。
茨
城
県
南
部
に
広
が
る
同
学
園
都
市
が
、
50
周

年
を
迎
え
、
唯
一
の
国
立
総
合
大
学
・
筑
波
大
学
が

開
学
40
周
年
を
迎
え
た
。
同
大
学
で
は
「
40
プ
ラ
ス

１
０
１
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
く
掲
げ
る
。
前
身
に

当
た
る
東
京
高
等
師
範
学
校
・
東
京
文
理
大
学
・
東

京
教
育
大
学
の
歴
史
は
１
０
１
年
で
あ
る
。
開
学
か

ら
実
に
１
世
紀
半
近
い
歴
史
を
誇
る
。
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス（
Ｔ
Ｘ
）が
来
年
平
成
27
年（
２
０
１
５
）、

開
業
か
ら
10
周
年
を
迎
え
る
。
い
ず
れ
も
新
時
代
を

拓
く
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
な
節
目
の
年
で
あ
る
。

　

秋
も
深
ま
っ
た
昨
年
11
月
12
日
、
筑
波
研
究
学
園

都
市
50
周
年
記
念
式
典
が
つ
く
ば
市
竹
園
の
つ
く
ば

国
際
会
議
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
初
の
科

学
拠
点
・
頭
脳
都
市
と
し
て
建
設
省
（
現
国
土
交
通

省
）・
日
本
住
宅
公
団
（
現
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
）・
茨
城
県
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
日
本
最

大
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
テ
ィ
は
、
半
世
紀
を
迎
え
た

の
で
あ
る
。「
石
を
投
げ
れ
ば
博
士
号
の
研
究
者
に

あ
た
る
」
と
さ
れ
る
同
学
園
都
市
は
、
成
熟
の
季
節

に
入
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

記
念
式
典
で
採
択
さ
れ
た
〈
つ
く
ば
宣
言
〉
は
、

今
ま
で
の
50
年
の
歩
み
と
今
後
の
50
年
の
目
標
を
簡

潔
に
語
っ
て
い
る
。
全
文
を
引
用
し
よ
う
。

中
央
連
絡
自
動
車
道
の
整
備
を
通
じ
、
世
界
と
の
つ

な
が
り
が
更
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
は
、
外
国
人
を
含
む

約
２
万
人
の
研
究
者
と
１
４
０
の
研
究
機
関
、
大
学

を
有
し
、
最
先
端
の
研
究
設
備
が
数
多
く
整
備
さ
れ

る
、
世
界
有
数
の
研
究
開
発
及
び
人
材
育
成
拠
点
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
集
積
効
果
を
最
大
限
に
活
用
し
、
世
界
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
都

市
と
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
や
新
素
材
、環
境
、宇
宙
開
発
、

医
学
等
多
様
な
分
野
に
お
い
て
連
携
強
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
２
０
０
７
年

の
つ
く
ば
３
Ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
足
後
、
つ
く
ば
モ
ビ

リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
特
区
、
つ
く
ば
国
際
戦
略
総

合
特
区
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
つ
く
ば
の
認
定
等
を

受
け
、
国
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
成
長
戦
略
、
国

家
戦
略
に
資
す
る
つ
く
ば
の
可
能
性
に
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
の
閣
議
了
解
か
ら
50
周

年
に
当
た
り
、
我
々
は
、
研
究
学
園
都
市
建
設
の
理

念
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
実
績
を
改
め
て
認

識
し
、
新
た
な
50
年
の
構
築
に
向
け
、『
絶
え
間
な

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
日
本
の
成
長
を
支
え

る
』
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、一
層
連
携
を
深
め
、

英
知
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
世
界
の
科
学
技
術
を

リ
ー
ド
し
、
日
本
の
更
な
る
発
展
と
と
も
に
、
地
球

的
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣

言
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

２
０
１
３
年
11
月
12
日

筑
波
研
究
学
園
都
市
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
委
員
長　

つ
く
ば
市
長　

市
原
健
一
」

　

天
に
響
く
高
ら
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
あ
る
。
こ

の
半
世
紀
の
間
、
東
京
の
中
心
部
か
ら
北
東
に
60
㎞
の

筑
波
山
を
望
む
松
林
と
田
園
地
帯
２
万
８
０
０
０
ha
は
、

研
究
学
園
都
市
の
造
成
が
進
む
中
で
大
き
く
変
貌
し
た
。

人
口
は
22
万
人
に
迫
り
、
水
戸
市
に
次
ぐ
茨
城
県
内
第

２
の
都
市
に
発
展
し
た
。
研
究
学
園
都
市
は
「
科
学
技

術
の
振
興
と
高
等
教
育
の
充
実
」「
東
京
の
過
密
緩
和
」

を
目
的
に
当
時
の
６
町
村
に
建
設
さ
れ
た
。
６
町
村
は

筑
波
郡
筑
波
町
・
大お

お

穂ほ

町
・
豊
里
町
・
谷
田
部
町
・
新に

い

治は
り

郡
桜
村
・
稲い

な

敷し
き

郡
茎く

き

崎ざ
き

町
（
い
ず
れ
も
当
時
）
で
あ

る
。
つ
く
ば
市
に
よ
る
と
、
概
成
ま
で
の
20
年
間
に
投

じ
ら
れ
た
予
算
は
実
に
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
に
上
る
。

最
先
端
の
科
学
研
究
を
続
け
る
研
究
機
関
、
筑
波
大
学

の
他
、
研
究
者
と
そ
の
家
族
が
住
む
国
家
公
務
員
宿
舎

な
ど
も
整
備
さ
れ
頭
脳
都
市
の
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
。

（
下
記
〈
筑
波
研
究
学
園
都
市
、
50
年
の
軌
跡
〉
参
照
）

　
　
　
　

◇

　

記
念
式
典
に
は
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
や
筑
波
大

学
永
田
恭
介
学
長
、
同
県
選
出
国
会
議
員
、
多
く
の

研
究
機
関
の
関
係
者
ら
約
９
０
０
人
が
出
席
し
熱
気

に
あ
ふ
れ
た
。
研
究
学
園
都
市
な
ら
で
は
の
和
や
か

な
知
的
雰
囲
気
に
会
場
は
包
ま
れ
た
。

　

市
原
健
一
市
長
は
「
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
オ
ー

ル
つ
く
ば
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
を
し
た
。
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
は
「
新

し
い
50
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
祈
念
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

来
賓
で
は
桜
田
義
孝
文
部
科
学
副
大
臣
が
「
技

術
革
新
は
日
本
の
社
会
に
不
可

欠
で
絶
え
ず
創
出
し
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
レ
ジ
ェ
駐
日
公
使
が

「
日
仏
両
国
が
科
学
技
術
で
協
力

し
合
う
関
係
の
発
展
に
期
待
し

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
日
、
つ
く
ば
市
と
フ
ラ

ン
ス
南
部
の
主
要
な
研
究
拠
点
、

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
市
と
の
姉
妹
都

市
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
市
は
国
際
研
究
機
関

の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

同
時
に
筑
波
大
学
と
グ
ル
ノ
ー

ブ
ル
大
学
の
交
流
協
定
が
結
ば

れ
た
。
学
園
都
市
は
国
際
的
発

展
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ

る
。
ジ
ャ
ン
・
デ
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
副
知
事
は
「
つ
く

ば
市
と
技
術
開
発
を
共
有
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
」
と
期
待
を
込
め
た
。
次
い
で
〈
つ
く
ば
宣
言
〉

が
実
行
委
員
長
の
市
原
市
長
に
よ
っ
て
高
ら
か
に

読
み
あ
げ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
は
「
50
年
の
歩
み
と
つ
く
ば
へ
の
期
待
」

を
テ
ー
マ
に
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小

林
誠
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
特
別
栄
誉

教
授
と
都
市
計
画
な
ど
が
専
門
の
三
井
康
寿
政
策

研
究
大
学
院
大
学
客
員
教
授
（
つ
く
ば
大
使
を
兼

ね
る
）
が
基
調
講
演
を
し
た
。

　

小
林
氏
は
、
今
後
の
研
究
学
園
都
市
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
科
学
の
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
は
大
変
早

く
、
そ
れ
に
応
じ
て
研
究
体
制
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
。
学
園
都
市
全
体
と
し
て
、
現
在
の
科
学
の

進
歩
に
十
分
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

い
さ
さ
か
懸
念
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。「
新
し
い

研
究
機
関
で
最
新
の
研
究
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　

三
井
氏
は
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
に
茨
城

県
企
画
部
長
に
着
任
し
、
国
際
科
学
技
術
博
覧
会

（
科
学
万
博
）
や
第
二
常
磐
線
（
現
Ｔ
Ｘ
）
の
構
想

づ
く
り
を
手
掛
け
た
。
学
園
都
市
の
整
備
に
つ
い

て
「
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
自
立
都

市
を
目
指
し
た
た
め
東
京
か
ら
通
勤
し
に
く
い
筑

波
に
造
っ
た
」
と
語
り
、「
当
時
は
経
済
成
長
の
時

代
、
研
究
機
構
の
集
中
・
連
携
で
科
学
技
術
の
発

展
を
国
の
発
展
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
や
農
業
振
興
の
必
要
性
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
な
ど
を
指
摘
し
た
。
つ

く
ば
特
有
の
景
観
に
つ
い
て
も
「
こ
の
都
市
で
一

番
大
切
な
景
観
は
筑
波
山
。
学
園
都
市
の
理
念
に

合
う
よ
う
な
開
発
を
誘
導
し
て
欲
し
い
」
と
良
好

〈
新
連
載
〉
つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
１
回

「〈
つ
く
ば
宣
言
〉　

　

万
葉
集
に
も
謡
わ
れ
る
名
峰
筑
波
山
を
望
み
、
い

に
し
え
か
ら
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
こ
の
地
に
、

１
９
６
３
年
９
月
10
日
、
科
学
技
術
の
振
興
と
高
等

教
育
の
充
実
等
を
目
的
に
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の

建
設
が
、
閣
議
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
に
は
、
国
等
の
研
究
教
育
機
関
43
機

関
の
移
転
が
完
了
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的
都
市
施

設
が
概
ね
完
成
（
概
成
）
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
究
開
発
型
工
業
団
地
等
の
整
備
も
進
め
ら
れ
る

中
、
１
９
８
５
年
に
47
カ
国
と
65
の
国
際
機
関
や
企

業
の
参
加
を
い
た
だ
き
、『
人
間
・
居
住
・
環
境
と

科
学
技
術
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
科
学
技
術
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
、『
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
』
の
存
在
が
、

世
界
へ
と
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
を
構
成
す
る
６
町

村
は
、
１
９
８
７
年
に
４
町
村
の
合
併
に
よ
り

『
つ
く
ば
市
』
が
誕
生
、
そ
の
後
の
合
併
に
よ
り
、

２
０
０
２
年
に
筑
波
研
究
学
園
都
市
と
つ
く
ば
市
が

同
一
の
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
８
８
年
の
常
磐
自
動
車
道
全
線
開
通

に
加
え
、
２
０
０
５
年
に
は
、
待
望
の
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り
首
都
圏
下
の
ア
ク
セ
ス
が

向
上
、
つ
く
ば
市
は
、
茨
城
県
の
拠
点
都
市
と
し
て
、

首
都
圏
に
お
い
て
も
重
要
な
都
市
へ
と
発
展
し
て
お

り
ま
す
。
更
に
、
今
後
、
成
田
と
直
結
す
る
首
都
圏

ＪＲ常磐線

常磐自動車道

高エネルギー
加速器研究機構

筑波技術大学
産業技術学部
国立科学博物館
筑波研究施設

産業技術
総合研究所

農業技術
研究機構

筑波技術大学
保健科学部

つくば
市役所

筑波北部
工業団地

教員研修センター

土木研究所

東光台研究団地

筑波西部工業団地

国立環境研究所

つくばテクノパーク
大穂

つくばテクノパーク
豊里

国立公文書館
つくば分館

つくば
エクスプレス

つくばテクノパーク桜

つくばエキスポセンター

つくばセンターバスターミナル

研究交流センター

物質・材料研究機構

物質・材料研究機構

筑波宇宙センター

気象研究所

筑波大学



の
奥
村
元
組
織
長
は
分
析
す
る
。

　

つ
く
ば
を
変
え
る
新
し
い
産
官
学
の
連
携
シ
ス
テ

ム
が
「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
だ
。
規
制
緩

和
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
よ
り
、
新
産
業
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
指
す
。
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

走
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
Ｔ
Ｉ
Ａ
‐ｎ
ａ
ｎ
ｏ
だ
。

こ
の
他
、
が
ん
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
攻
撃
す
る
が
ん

治
療
や
、
藻
類
か
ら
オ
イ
ル
を
つ
く
る
藻
類
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
な
ど
が
あ
る
〉。

　
〈
つ
く
ば
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
注
目
さ

れ
る
の
は
、
筑
波
大
学
の
山
海
嘉
之
教
授
が
開
発
し

た
装
着
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
を
核
と
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
医
療
機
器
の
実
用
化
だ
。
特
区
で
は
脳
卒
中

な
ど
の
患
者
を
対
象
に
両
脚
型
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
治
験
を
始

め
る
。
16
年
以
降
に
サ
イ
バ
ニ
ッ
ク
ス
国
際
先
端
医

療
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
計
画
だ
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
医
療
機
器
の
技
術
者
が
世
界
中
か
ら

集
ま
り
、
開
発
か
ら
治
験
、
治
療
、
人
材
育
成
ま
で

を
一
体
で
行
う
拠
点
に
し
た
い
」
と
山
海
教
授
は
意

気
込
む
。
つ
く
ば
は
新
た
な
50
年
に
向
け
て
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
〉。

　

次
い
で
「
東
京
新
聞
」
の
特
集
記
事
で
あ
る
。
筑

波
大
学
の
創
成
期
の
苦
難
の
道
と
学
問
へ
の
情
熱
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　
〈
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
の
閣
議
了
解
か
ら
50

周
年
を
迎
え
、
12
日
に
は
つ
く
ば
市
内
で
記
念
式
典

が
催
さ
れ
た
。
学
園
都
市
の
関
係
者
は
半
世
紀
を
感

慨
深
く
振
り
返
り
、「
世
界
で
価
値
あ
る
研
究
を
」

と
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
た
。

　
「
雑
木
林
と
荒
野
の
土
地
に
、
研
究
機
構
や
大
学

が
一
斉
に
建
っ
た
。
驚
異
的
だ
っ
た
」。
筑
波
大
学

名
誉
教
授
の
江
田
昌
佑
さ
ん
（
82
）
は
、
半
世
紀
近

く
前
の
光
景
を
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
る
。

　

勤
務
先
だ
っ
た
東
京
教
育
大
学
は
筑
波
大
学
に
移

行
し
、筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
。
運
転
免
許
を
と
り
、

な
都
市
環
境
の
維
持
を
求
め
た
。

　

国
際
化
へ
の
重
要
課
題
と
し
て
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
東
京
・
羽
田
へ
の
延
伸
を
挙
げ
「
羽
田
空
港

が
国
際
化
す
る
今
が
チ
ャ
ン
ス
。
市
や
県
は
強
力
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
提
言
し
た
。
最
後
に
「
多

く
の
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
り
、『
ノ
ー
ベ
ル

賞
都
市
』
に
あ
る
よ
う
願
う
」
と
街
の
発
展
に
熱
い

期
待
を
寄
せ
た
。

　

つ
く
ば
市
に
あ
る
研
究
機
関
は
民
間
も
含
め
て
約

１
４
０
、
研
究
者
は
外
国
人
も
含
め
て
約
２
万
人
と

さ
れ
る
。
同
学
園
都
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
は
、
１
９
９
２
年
か
ら
98
年
に
筑
波
大
学

学
長
を
務
め
た
江
崎
玲
於
奈
博
士
、
１
９
７
９
年
か

ら
２
０
０
０
年
に
筑
波
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
白
川

英
樹
博
士
、
筑
波
大
学
前
身
の
東
京
教
育
大
学
で

１
９
５
６
年
か
ら
62
年
に
学
長
を
務
め
た
朝
永
振
一

郎
博
士
（
１
９
０
６
‐
１
９
７
９
）、
高
エ
ネ
研
の

小
林
誠
特
別
栄
誉
教
授
の
４
人
で
あ
る
。

◇

　

50
周
年
の
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
は
ど
の
よ
う
に
報
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
日
本

経
済
新
聞
」
の
企
画
記
事
は
高
度
な
研
究
の
産
業
化

に
視
点
を
当
て
て
い
る
。

　
〈「
科
学
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
街
へ
」
と
つ
く

ば
が
動
き
始
め
た
。
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
あ
る
研

究
機
関
は
、
産
業
へ
の
貢
献
が
少
な
い
と
見
ら
れ
が

ち
だ
。
だ
が
、
全
国
の
大
学
や
独
立
行
政
法
人
の
教

員
・
研
究
者
１
０
０
人
当
た
り
の
発
明
届
け
出
、
特

許
出
願
、
ラ
イ
セ
ン
ス
収
入
の
３
冠
に
輝
く
研
究
機

関
が
あ
る
。
物
質
・
材
料
研
究
機
構
だ
。
２
０
１
２

年
度
の
特
許
収
入
は
約
３
億
９
６
０
０
万
円
で
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所
の
約
２
億
５
８
０
０
万
円
を
上

回
る
。
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
バ
ッ

ク
ラ
イ
ト
に
使
う
サ
イ
ア
ロ
ン
蛍
光
体
や
、
旅
客
機

「
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
」
の
エ
ン
ジ
ン
に
使
わ
れ
て

し
ば
ら
く
は
東
京
都
内
か
ら
車
で
通
っ
た
。「
工
事

で
道
が
ふ
さ
が
れ
、
立
ち
往
生
し
て
い
る
と
泥
水
が

湧
い
て
き
た
。
朝
と
夜
で
道
が
変
わ
る
。
そ
ん
な
状

態
だ
っ
た
」

　

買
い
物
や
食
事
を
す
る
店
は
少
な
く
、
隣
の
土
浦

市
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
。
交
通
網
や
娯
楽
施
設
も

乏
し
く
「
陸
の
孤
島
」
と
冷
や
か
さ
れ
た
が
、「
自

分
た
ち
で
こ
こ
に
新
し
い
大
学
を
つ
く
る
ん
だ
と
い

う
志
を
持
っ
た
学
生
も
多
か
っ
た
」。
広
い
間
取
り

の
公
務
員
宿
舎
を
教
室
代
わ
り
に
、
学
生
た
ち
と
徹

夜
で
議
論
し
た
。「
新
構
想
大
学
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
筑
波
大
学
は
今
年
10
月
、
開
学
か
ら
40
年
を

迎
え
た
〉。

　
〈
学
部
の
縦
割
り
を
な
く
し
、
専
門
以
外
の
授
業

も
履
修
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
改
革

を
続
け
て
来
た
。
今
、
大
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
だ
。
清
水
一
彦
副
学

長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、
医
療
な
ど
地
球
規
模

の
課
題
に
率
先
し
て
取
り
組
む
人
を
育
て
た
い
」
と

話
す
。
２
０
０
５
年
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開

業
す
る
と
、
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的
に
向
上

し
た
。
沿
線
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
周
辺
の

商
業
施
設
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。

　

江
田
さ
ん
は
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も

見
据
え
る
。
科
学
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
へ
。
街
の

魅
力
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
う
。「
筑
波
大
学

に
は
体
育
が
専
門
の
学
生
が
多
い
。
病
院
が
複
数
あ

る
の
で
障
害
者
も
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
材
を
活
か
す
方
法
が
あ
る

は
ず
」〉。

　
〈
筑
波
大
学
附
属
病
院

は
手
術
や
検
査
で
採
取
し

た
臓
器
の
一
部
や
血
液
な

ど
の
生
体
試
験
を
、
患
者

の
同
意
を
得
て
保
存
管
理

い
る
超
耐
熱
合
金
な
ど
の
特
許
収
入
が
柱
だ
。

　

た
だ
、
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
の

２
０
０
億
円
弱
な
ど
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
開
き
が

あ
る
。「
競
争
関
係
に
あ
る
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
な
ど
に
は
追
い
つ
き
た
い
」
と
曽
根
純
一

理
事
は
話
す
。

　
「
物
材
機
構
発
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
今
後
産
官

学
が
連
携
し
て
つ
く
ば
発
の
技
術
を
生
み
出
す
こ
と

も
重
要
だ
」
と
潮
田
資
勝
理
事
長
。
そ
の
芽
は
生
ま

れ
始
め
て
い
る
。

　

産
総
研
の
西
事
務
所
に
６
月
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

し
ゃ
れ
た
建
物
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
産
総
研
、
物
質

材
料
研
究
機
構
、
筑
波
大
学
な
ど
が
２
０
０
９
年
に

立
ち
上
げ
た
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
拠
点
「
Ｔ
Ｉ
Ａ
‐

ｎ
ａ
ｎ
ｏ
」
の
中
核
施
設
だ
。
単
独
の
企
業
で
は
持

て
な
い
試
作
ラ
イ
ン
も
あ
り
、
企
業
や
独
立
行
政
法

人
、
大
学
な
ど
の
研
究
者
が
肩
を
並
べ
て
ナ
ノ
テ
ク

分
野
の
研
究
開
発
か
ら
産
業
化
に
取
り
組
む
〉。

　
〈
６
つ
の
研
究
分
野
の
う
ち
産
業
化
で
先
行
す

る
の
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
産
業
機
器
の
省
エ

ネ
に
役
立
つ
パ
ワ
ー
半
導
体
の
グ
ル
ー
プ
。
昨
年

（
２
０
１
３
）
４
月
、
産
総
研
と
富
士
電
機
、
住
友

電
気
工
業
な
ど
13
社
が
「
つ
く
ば
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）」

を
設
立
し
た
。
炭
化
ケ
イ
素
を
使
っ
た
次
世
代
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
始
め
た
。「
成
果
は
も
う

出
て
い
る
。
富
士
電
機
が
10
月
か
ら
松
本
工
場
で
稼

働
し
た
パ
ワ
ー
半
導
体
の
ラ
イ
ン
は
、
産
総
研
の
量

産
技
術
を
移
転
し
た
も
の
だ
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
岡
田

道
哉
事
務
局
長
は
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
。

　

現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
参
加
す
る
企
業
は
30
社
に
増

え
た
。「
何
か
ら
何
ま
で
自
社
で
や
る
時
代
で
は
な

く
な
っ
た
。
様
々
な
企
業
の
研
究
者
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
研
究
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
企
業
に
浸
透
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

し
研
究
用
に
提
供
す
る
「
つ
く
ば
ヒ
ト
組
織
バ
イ
オ

バ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
病
気
治
療
法
や

薬
の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

開
発
に
は
人
の
試
料
を
使
っ
た
研
究
が
重
要
だ

が
、
国
内
で
提
供
し
て
い
る
機
関
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
通
常
な
ら
廃
棄
さ
れ
る

臓
器
の
一
部
や
細
胞
、
血
液
、
尿
な
ど
を
生
体
試
料

と
し
て
保
存
す
る
。
研
究
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
研
究
内
容
を
審
査
し
、
承
認
後
に
病
気
に
関
す

る
情
報
と
と
も
に
資
料
を
提
供
す
る
。
利
用
し
た
後

に
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
が
、
研
究
成
果
の
活
用

を
制
限
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
筑
波
大
学
は

２
０
０
９
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
と
し
て
立
ち
上
げ
、
試

料
の
収
集
を
始
め
て
い
る
〉。

　

ま
た「
東
京
新
聞
」の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は「
つ

く
ば
の
顔
」
江
崎
玲
於
奈
博
士
で
あ
る
。

　
〈
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
、
茨
城
県
科
学

振
興
財
団
の
理
事
長
を
務
め
る
江
崎
玲
於
奈
氏
に
筑

波
研
究
学
園
都
市
の
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。
江
崎

氏
は
１
９
２
５
年
東
京
生
ま
れ
で
東
大
物
理
学
科

卒
、
92
年
４
月
か
ら
98
年
３
月
ま
で
筑
波
大
学
学
長

を
務
め
た
。

Ｑ
：
筑
波
の
環
境
は
？

Ａ
：�

研
究
者
に
と
っ
て
条
件
は
よ
い
。施
設
の
規
模
、

内
容
と
も
一
流
だ
。

Ｑ
：
研
究
者
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
必
要
か
？

Ａ
：�

米
国
は
競
争
社
会
で
、
研
究
能
力
が
無
け
れ
ば

生
き
残
れ
な
い
。
論
文
の
引
用
回
数
な
ど
、
研

究
者
の
実
力
で
評
価
し
支
援
を
行
な
う
べ
き

だ
。生
ぬ
る
い
協
調
的
な
環
境
で
は
だ
め
。

Ｑ
：�

筑
波
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
生

ま
れ
る
に
は
。

Ａ
：�

日
本
人
受
賞
者
も
増
え
て
来
た
が
、

欧
米
に
比
べ
る
と
ま
だ
少
な
い
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

　
　

�

ツ
工
科
大
学
に
は
受
賞
者
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
い
る
。

海
外
で
学
び
、
日
本
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
価
値

の
あ
る
研
究
を
や
る
こ
と
が
重
要
だ
。

Ｑ
：
筑
波
が
今
後
発
展
す
る
た
め
に
は
。

Ａ
：�

た
だ
研
究
の
場
で
は
な
く
、
そ
の
成
果
が
社
会

で
ど
う
役
立
つ
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
に
貢
献
す
る
に
は
、
成
果
を
出
来

る
だ
け
公
開
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
し
か
な
い
〉。

参
考
：
〈
筑
波
研
究
学
園
都
市
、
50
年
の
軌
跡
〉

昭
和�

36
年
９
月　

�

官
庁
の
集
団
移
転
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
を
閣
議
決
定

　
　

�

38
年
９
月　

�

研
究
学
園
都
市
を
筑
波
地
区
に
建
設
す
る

こ
と
を
閣
議
了
解
（
平
成
23
年
、
50
周
年
）

　
　

�

43
年
10
月　

�

移
転
機
関
の
先
駆
け
と
し
て
、
国
立
防
災

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
（
現
防
災
科
学
技
術

研
究
所
）
の
建
設
着
手

　
　

45
年
５
月　
「
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
」
制
定

　
　

47
年
１
月　

国
家
公
務
員
宿
舎
の
入
居
開
始

　
　

�　
　

３
月　

�

無
機
材
料
研
究
所
が
移
転
完
了
（
移
転
機

関
第
１
号
）

　
　

48
年
10
月　

筑
波
大
学
開
学
（
平
成
25
年
、
40
周
年
）

　
　

55
年
３
月　

予
定
し
た
43
機
関
の
移
転
完
了

　
　

60
年
１
月　

常
磐
自
動
車
道
が
東
京
と
直
結

　
　

�　
　

３
月　

�

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
（
科
学
万
博
）
開

幕
（
９
月
ま
で
）

　
　

�

62
年
11
月　

�

町
村
合
併
で
つ
く
ば
市
が
誕
生
。
平
成
14

年
茎
崎
町
が
編
入
し
現
在
の
市
域
と
な
る
。

平
成�

17
年
８
月　

�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
開
通
（
平

成
27
年
、
開
業
10
年
）

　
　
　
　

12
月　

つ
く
ば
市
の
人
口
が
20
万
人
に

　
　

19
年
４
月　

つ
く
ば
市
が
特
例
区
に
移
行

　
　

�

23
年
３
月　

�「
つ
く
ば
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
地

区
」
に
認
定

　
　
　
　

12
月　
「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
に
指
定

　
（
つ
づ
く
）。

（
参
考
文
献
：
「
朝
日
新
聞
」、「
読
売
新
聞
」、「
産
経
新
聞
」、

「
日
本
経
済
新
聞
」、「
茨
城
新
聞
」（
い
ず
れ
も
平
成
26
年
11

月
13
日
付
記
事
な
ど
）、
つ
く
ば
市
資
料
、
筑
波
大
学
資
料
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
資
料
）

江崎玲於奈氏


